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清流でつなぐ山県市観光資源地域魅力化事業業務委託に係る 

公募型プロポーザル実施要領 

 

本要領は、山県市が岐阜県の「ストーリーでつなぐ岐阜県観光推進補助金（以下、

補助金）」を活用して実施する「清流でつなぐ山県市観光資源地域魅力化事業」を

委託するにあたり、企画提案を広く募集し、総合的な審査により受託者を選定する

ために必要な事項を定めるものである。なお、補助金の交付決定状況により、事業

の内容変更、または本プロポーザルの取り止めを行う場合がある。 

 

１．業務の実施背景と解決したい課題 

当市は、これまで神崎川や円原川など市北部地域の豊かな自然や清流をPRする

ため、写真を切り口とした魅力発信事業やSNSを活用したPRに取り組んできたこ

とで着実に認知度が向上してきた。しかしながら、多くの人に山県市の清流を知

っていただいた反面、夏場にはバーベキュー客や川遊び客などによるオーバーツ

ーリズムが発生し、交通渋滞や迷惑駐車、ゴミの不法投棄など新たな課題も顕在

化してきている。また、そうした観光客はバーベキューや川遊びだけで帰ってし

まい、市内の飲食店や別の観光スポットに立ち寄ることもなく、地域経済の活性

化につながっていないことも大きな課題となっている。※1 

そうしたなかで、令和８年３月に、市内観光の魅力発信や市民・観光客の利便

性向上、地域活性化などを目的に、いわ桜コミュニティーセンターの隣に、山県

市観光案内所「山県アウトドアツーリズムセンター（以下、センター）」をオー

プン。センターが所在する場所は、神崎川や円原川など当市が誇る清流スポット

の玄関口に位置している。 

そこで、本業務ではこのセンターを核として、先に挙げた課題に対応しながら、

「水」や「清流」をテーマに新しいコンテンツや集客の方法を検討しながら、市

全体及び近隣市町にも効果が波及する仕組みを整えていく。 

※1･･･市観光入込客数は2015年度278,902人から2024年度524,349人と増加しているもののその間

新規にオープンにした賑わい施設を除くと231,243人と約8割に減少しており、既存観光施設

の集客力の低下が顕著。 

 

２．業務の目的 

別添清流でつなぐ山県市観光資源地域魅力化事業業務委託仕様書（以下「仕様

書」という。）の目的のとおり。 

 

３．業務概要 
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⑴ 業務名称 清流でつなぐ山県市観光資源地域魅力化事業業務委託 

⑵ 委託期間 契約締結の日から令和９年２月２６日（金）まで 

⑶ 業務内容 仕様書の内容に基づいた業務 

⑷ 業務規模 １０，０００千円（消費税及び地方消費税相当額を含む。）を上

限とする。 

 

４．実施形式 

  公募型プロポーザル方式により企画提案を総合的に評価及び審査し、最優秀企

画提案者を選定する。 

 

５．公募型プロポーザル参加資格に関する事項 

   公募型プロポーザルに参加する者（以下「提案者」という。）は、次に掲げる

条件を全て満たすものであること。 

 ⑴ 単独の事業者（法人、団体及び個人）又は、複数の事業者による連合体（以

下「コンソーシアム」という。）であること。   

 ⑵ 単独の事業者又はコンソーシアムの構成員は次のアからクまでの条件を全て

満たすこと。 

  ア 地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号。以下「施行令」という。）

第１６７条の４第１項の規定に該当しない者。 

  イ 施行令第１６７条の４第２項各号のいずれかに該当するため市長が一定の

期間を定めて競争入札に参加させないこととした者で当該期間を経過してい

ない者（その者を代理人、支配人その他の使用人として使用する者を含む。）

でないこと。 

  ウ 国又は地方公共団体との契約に関して指名停止の措置を受けている期間中

の者でないこと。 

  エ 国税・市税の未納がない者。 

  オ 複数のコンソーシアム構成員になって参加し、また、単独の事業者として

参加するなど重複参加していないこと。 

  カ 民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続き開始の

申し立て、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続

開始の申し立て又は破産法（平成１６年法律第７５号）の規定による破産手

続開始の申し立てが行われている者でないこと。 

  キ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号）

第２条第６号に規定する暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は同条２

号に規定する暴力団若しくは暴力団と密接な関係を有する者を経営に関与さ
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せている者ではないこと。 

  ク 宗教又は政治活動を主たる目的とする団体ではないこと。 

  

６．公募型プロポーザル参加資格に関する失格要件 

 提案者が次の事項に該当すると市が判断した場合は失格とする。ただし、市が

やむを得ない事情があると認めた場合は、この限りではない。 

⑴ 本要項を遵守しない場合 

⑵ 提出書類に虚偽の記載をした場合 

⑶ 審査の公平性に影響を与える行為があった場合 

⑷ 応募資格を欠いていることが判明した場合 

⑸ その他提案者の失格事項に相当するものと市が判断した場合 

 

 ７．公募型プロポーザル実施スケジュール 

  ⑴ 募集要項（本実施要項）の配付 

令和８年４月２７日（月）～５月１９日（火） 

「13．公募型プロポーザルに関する問合せ及び応募先」へ来庁または市ＨＰ

からダウンロードによる配付とする。 

⑵ 質問書の受付期間・回答方法 

令和８年４月２７日（月）９時～５月８日（金）１７時 

質問書（様式第２号）に記入の上、Ｅメールの件名を「清流でつなぐ山県

市観光資源地域魅力化事業業務委託質問（法人名）」として「13．公募型プ

ロポーザルに関する問合せ及び応募先」宛てに送信し、電話で到着確認する

こと。質問への回答は、市ＨＰ上（本要項を掲載している画面と同一画面上）

に随時掲載する。ただし、最優秀企画提案者選定に支障を来す恐れがあると

判断した質問については、回答しないものとする。 

⑶ 応募書類提出期限等 

ア 提出期限 

令和８年５月１９日（火）１７時 

イ 提出書類 

    「14．添付書類等 ⑴、⑷、⑸」並びに企画提案書及び見積書等を提出す

ること。なお、⑷、⑸及び見積書の写しを企画提案書にそれぞれ綴り込むこ

と。 

    ・⑴ 応募申請書（様式第１号） １部 

    ・⑷ 事業者概要書（様式第４号） １０部 

※事業者概要書はパンフレット等も可 
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・⑸ 業務実績書（様式第５号） １０部 

    ※業務実績書は任意様式等も可 

・企画提案書（任意様式） １０部 

※企画提案書は、仕様書の内容を踏まえて作成すること。様式は任意と

するが、日本工業規格Ａ４判縦型に横書き（長辺綴じ）、文字サイズは

１２ポイントを基本とする。 

・見積書（任意様式） １部 

・見積書の写し １０部 

・コンソーシアムで参加する場合は、上記の書類に加えて「14．添付書類

等 (6)コンソーシアム届出書(様式第６号)」を提出すること。（１０部） 

ウ 提出方法 

「13．公募型プロポーザルに関する問合せ及び応募先」へ郵送（必着）又

は持参により提出すること。持参の場合の受付時間は９時から１７時（土日

祝日は除く。）までとする。郵送の場合は当日必着とする。 

⑷ その他 

    応募申請書提出後、公募型プロポーザルへの参加を辞退する者は参加辞退届

（様式第３号）１部を「13．公募型プロポーザルに関する問合せ及び応募先」提

出すること。 

 

 ８．最優秀企画提案者評価・選定方法 

 ⑴ 評価方法 

ア 提案内容が、仕様書の要件を満たしており、かつ、上限額の範囲の価格を

提示した者を評価の対象とする。 

   イ 最優秀企画提案者の選定に際しては、以下のような項目を評価し、各評価

項目の得点を加点する方法により総合的に評価する。 

①  業務の実現性 

・魅力発信、周遊観光等に関する分析力・知見・ノウハウ等を有している

か。 

・過去の同種又は類似業務の実績から、確実に委託業務を遂行できる能力

を有しているか。    等 

    ② 企画力 

    ・業務の趣旨を理解し、提案の内容に反映しているか。 

    ・業務の実施方法等が具体的で、効果的なものとなるような創意工夫や独自 

性のある企画内容が提案されているか。  等 

⑵ 選定方法 



-5- 

ア 対面によるプレゼンテーション 

１事業者３０分程度（説明２０分、質疑１０分）とし、当業務の担当予

定者がプレゼンテーションを実施する。出席者は１事業者３名以内とする。 

イ プレゼンテーションによる審査実施日は令和８年５月２７日（水） 

 ※ただし、応募者が多数の場合は、事前審査として書類選考を実施し、プレ

ゼンテーション審査を受けることができる業者を選定することがある。 

 ※プレゼンテーションの際は、市でモニターとHDMIケーブルを用意する。

PC等持ち込み可とするが、使用する場合は応募申請書等提出時に申し出る

こと。 

⑶ 審査結果通知 

各企画提案者に文書で通知する。審査経過については公表しない。また、選

定の結果に対しての異議申立ては受け付けない。 

   

９．契約手続き等 

  ⑴ 契約方法 

   ア 最優秀企画提案者と市は企画提案書の内容をもとに協議を行い、業務の内

容に係る具体的な仕様を確定し、改めて見積書を徴取した上で契約を締結する。 

   イ 最優秀企画提案者と市との間で協議が整わない場合又は最優秀企画提案者

が契約を辞退した場合は、次点者と協議の上、契約を締結する場合がある。 

  ⑵ 委託料の支払い 

ア 委託料の支払いについては、契約期間内に業務を完了した後、市による検

査後、契約金額を全額支払うものとする。 

イ 全ての証拠書類は、本業務終了後、５年間保存すること。 

    

  10．著作権等 

    仕様書記載のとおり 

 

  11．公正な提案競技の確保 

     公正なプロポーザルを実施するため、提案者が次の⑴から⑷の行為を行った場

合は、審査対象から除外する。 

   ⑴ 私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律（昭和２２年法律第５４号）

等に抵触する行為 

   ⑵ 競技を制限する目的で他の提案者と参加意思又は提案内容について相談する

行為 

    ⑶ 最優秀企画提案者の選定終了までの間に、他の提案者に対して応募提案の内
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容を意図的に開示する行為 

     ⑷ その他選定結果に影響を及ぼすおそれのある不正行為 

   

  12．その他 

     ⑴ 応募申請書（様式第１号）又は企画提案書が次のいずれかに該当する場合に

は、提案が無効となることがあるので留意すること。 

    ア 提出期限、提出先、提出方法に適合しないもの。 

    イ 作成様式及び記載上の留意事項に適合しないもの。 

    ウ 記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの。 

    エ 記載すべき事項以外の内容が記載されているもの。 

    オ 虚偽の内容が記載されているもの。 

⑵ 選定された事業者の企画提案書等応募書類は公開の対象とする。選定されな

かった事業者の企画提案関係書類は、事業者名をはじめ原則非公開とする。た

だし、市情報公開条例その他の法令で規定があるときは、当該規定が優先され

るものとする。 

 ⑶ 提出期限以降における企画提案書の差し替え及び再提出は認めない。 

 ⑷ 提出書類は返却しない。 

 ⑸ 提出競技並びに契約手続において使用する言語及び通貨は、日本語及び日本

国通貨とする。 

 ⑹ この募集に伴いプロポーザル応募に要した費用は応募事業者の負担とする。 

 

13．公募型プロポーザルに関する問合せ及び応募先 

  〒５０１－２１９２ 

  岐阜県山県市高木１０００番地１ 山県市農林商工課 

  電話番号：０５８１－２２－６８３０   

ファックス番号：０５８１－２２－２１１８ 

  メールアドレス：norin@city.gifu-yamagata.lg.jp 

 

 14．添付書類等 

 ⑴ 応募申請書（様式第１号） 

 ⑵ 質問書（様式第２号） 

 ⑶ 参加辞退届（様式第３号） 

 ⑷ 事業者概要書（様式第４号） 

 ⑸ 業務実績書（様式第５号） 

 ⑹ コンソーシアム届出書（様式第６号） 


